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工程の類似性と流し方の再編成

生産方式再構築支援

Viewpoint

SCM１-０２

需要特性に対応した生産方式の設計
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SCM >>生販改革
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セル生産方式、ライン生産方式など、生産方式とは生産する製品特性とコスト・品質・納期などの要
件を考慮して設計されるのが一般的です。しかしながら、多くの企業で生産方式は個々のショップご
との都合で決められている場面がみられ、顧客の短納期要求や次工程の平準化生産などの要件に応え
られていないのが現状です。さらに、これらは少品種大量生産時代に設計されており、30年以上も見
直されていないケースもまま見られます。このような背景の中、多品種小量生産、製品ライフサイク
ルの短期化、在庫の削減などの生産要件に応えられる生産方式の再設計が求められております。
本テーマは、クライアントの製品特性に合致し、かつ将来の生産要件の変化に柔軟に対応できる生産
方式を細部に至るまで抜本的に見直しし、サプライチェーン全体最適に寄与する生産方式を構築する
ことをねらいとしております。

製品別（製品群別）に通過する工程を分析し、
その工程の種類や順序、加工時間、段取替え
の種類によって分類･グループ化します。こ
のグループごとに通過する設備･ショップを
編成し、他のグループとの合流や分岐を最小
化していきます。1つ1つのグループは多品種
の混流生産となりますが、類似品種を集める
ことで、同じ速度で流れていくことになりま
す。この結果、小ロットで流した場合でも、
前後工程の加工時間の違いによる仕掛品の滞
留を少なくすることができます。

改革対象となる工程に流す品種の数や売上
動向を定量的に分析し、需要特性（平均出
荷量、受注･出荷サイクル、変動の有無な
ど）に適した生産方式を選定します。

一般的に多品種少量で短納期であるほどセ
ル生産方式を原則として採用しますが、1人
屋台方式に限定せず少人数セルを編成した
り、部品供給サブラインを設けたりするこ
とで、販売との同期・同順・同量生産とコ
スト最適化とをバランスさせる生産方式を
設計します。
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・「ビジネス実務事典 生産管理」 日本能率協会マネジメントセンター出版 （2007年4月）
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多品種･少量･短納期という販売側からの要
求や仕掛在庫削減という経営課題に応える
ための究極の生産方式が「混流1個流し生
産」です。この生産方式にいかに近づける
かを課題として、作業者のスキルや段取回
数、輸配送ロットなどの制約条件を抽出し
ます。
これらの制約条件を解除するために、熟練
機動班の編成、段取改善、小ロット化など
のより具体的な課題に落とし込み、混流1個
流し生産に近づけることでリードタイム短
縮や販売・物流・生産の同期化を図ってい
きます。
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